
問合せ先

令和４年度

所管部・課 作成日

歳入 1,780 正職員 2 修正日

歳出 469
会計年度
任用職員

3 評価日

項目 R1実績 R2実績 R3実績 R4目標 R4結果

1 市民

年間利用者数の達成 １年間の来館者数
（単位：人）

52,607 18,092 35,485 36,000 36,157 コロナの影響を考慮し、R3年度
の実績値を目標値に設定した。 Ｂ：達成

2 市民

稼働率 年平均稼働率
（単位：％）

48 36 45 45 39 コロナの影響を考慮し、R3年度
の実績値を目標値に設定した。 Ｃ：未達成

3 市民

事業満足度 アンケートにより満足度
（単位：％）

98 91 96 90 97 R3年度の目標値と同じに設定し
た。 Ａ：達成（優）

4 市民

ボランティア等の活用事業 活用事業数
（単位：件）

5 2 2 2 2 同上

Ｂ：達成

5 財務

効率的な事業費 １人１回あたりの事業費
（単位：円）

150 371 167 230 166 過去3年間の平均値を目標値
に設定した。 Ａ：達成（優）

6 業務

他機関、他団体との連携 連携件数
（単位：件）

19 11 10 9 15 今年度の連携予定事業数を目
標値に設定した。 Ａ：達成（優）

7 業務

事故発生の防止 事故件数
（単位：件）

0 0 1 0 1 事故０を目標値に設定した。

Ｂ：達成

9 人材

研修の実施及び参加 受講延人数
（単位：人）

8 13 17 17 48 研修には伝達研修も含む
Ａ：達成（優）

9

10

サークル活動中に死亡事故が発生
したが、急性の心臓疾患によるもの
で、対応は適切に行った。

公民館職員研修など

講座に関係した図書を図書館に用
意してもらい、受講者の個人学習に
つなげるとともに、図書の貸し出し増
を図った。

社会教育法の理念を踏まえ，それぞれの年代に応じた多様な学習機会を提供するとともに，市民の
学習活動を支援します。また，関連部局や関連団体との連携を図りながら，学習成果が地域に生か
される環境づくりや仕組みづくりを支援します。

・コロナの不安からか、定期利用については高齢者の利用が多いこともあり、キャンセルや利用控えが見られた一方で、新規で比較的大人数
のサークルの利用や、主催事業の参加者の増加により、令和３年度に比べて稼働率は下がったものの、利用者数は微増となった、
・引き続き、各種研修会に積極的に参加して職員の資質向上を図り、講師と事前打ち合わせを行いベクトルを共有したうえで、参加者に満
足いただけるような講座の企画・運営に努めてまいります。

講師との事前打ち合わせを入念に
行い、講座を開催した。

無料の講師を依頼する等、経費削
減に取り組んだ。

各種主（共）催事業

地域コミュニティ活性化支援
事業など

コロナ対策を講じながら、計画どおり
ボランティア等の活用事業を実施す
ることができた。

取り組みについて（目標設定の考え方など） 総合評価　（評価を踏まえた課題分析・方向性など）

子どもの居場所など

対象は、貸館及び主催事業
を含む公民館利用者全て。

伝達研修も含め、各種研修会に積
極的に参加した。

貸館、公民館主催事業

とやの地域学など

貸館、公民館主催事業 コロナ対策を講じながら各種事業を
開催したことにより、目標を達成する
ことができた。

コロナの影響からか、一般利用が落
ち込んだ。

　市民のために、実際生活に即する教育、学術及び文化に関する各種の事業を行い、もって
住民の教養の向上、健康の増進、情操の純化を図り、生活文化の振興、社会福祉の増進
に寄与することを目的に設置する。

当初予算（千円）

R5.7.28

主な事業等
目標達成状況
未達成理由

新潟市鳥屋野地区公民館 新潟市中央公民館
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